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	応用
	抗原情報
	背景
	ブルトンチロシンキナーゼ（BTK）は、細胞質チロシンキナーゼのBTK/Tecファミリーのメンバーです。このファミリーのメンバーはすべてSH3ドメインとSH2ドメインを有し、TxkとDsrc28Cを除き、アミノ末端にプレクストリン相同ドメイン（PHドメイン）とTec相同ドメイン（THドメイン）も含みます。BTKはB細胞の発生において重要な役割を果たします。様々なリガンドによるB細胞の活性化は、BTKのPHドメインがホスファチジルイノシトール-3,4,5-トリスリン酸に結合することで、BTKの膜移行を伴います。膜タンパク質であるBTKは活性型であり、2つのチロシン残基（Tyr551とTyr223）が一時的にリン酸化されます。活性化ループ内の Tyr551 は Src ファミリーチロシンキナーゼによってトランスリン酸化され、完全な活性化に必要な SH3 ドメイン内の Tyr223 の自己リン酸化を引き起こします。
	研究分野
	アポトーシス、TGF-βシグナル伝達経路
	画像データ
	

	K562（1）、MCF-7（2）、Jurkat（3）、およびHEK293（4）細胞溶解物に対するBTKマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	BTK マウス mAb を使用した Jurkat 細胞の免疫蛍光分析。
	

	パラフィン包埋ヒトリンパ節組織 (左) とヒトリンパ濾胞組織 (右) の免疫組織化学分析。BTK マウス mAb と DAB 染色を使用して細胞質と膜の局在を示しています。

